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時  報 
◎生乳価格の大巾値上げ 

酪農民大会で強く要望 
 生産費を償なう生産者乳価の実現、生乳共販体制

の強化などをスローガンに「岡山県酪農民大会」が

３月 25 日、岡山市北方の吉備高校堂に県下各地の酪

農民約 2,800 人が集まり開かれた。 

 これは県下の酪農は全国一ともいわれる速度で伸

び、酪農家は常に経営安定のために努力しているが、

最近飼料高などから現在の低乳価では到底生産が続

けられないとして、関係方面に酪農家の総意を強く

打出し要求しようと、岡山県酪連が音頭をとり開か

れたもの。 

 会は県酪連流郷副会長の主催者あいさつに始まり、

酪農情勢や全国的な農乳価格安定要求などの経過報

告、荒木県酪連会長あいさつの後、大会議長として

県畜産会長の大河虎蔵氏を選出した。 

 また来賓として全酪連代表や川上県農協中央会長、

加本鳥取県畜産課長など関係者も出席。次いで議事

に入り、４つの決議案について審議、白熱した討議

の後これを可決、宣言を行なった。 

決  議 

第１ 生産費並びに所得を償なう生産者乳価確保に

関する件 

 １、畜産物価格安定法に基づく、昭和 37 年度の生

乳安定基準価格（指定乳製品の原料乳の最低価

格は、法（第３条第４項）に定める。「原料乳の

再生産を確保することを旨とする」という法の

建前に立脚、その算定方式は「生産費、所得補

償方式」による農家手取所得の確保を期する。 

   更に畜産物価格審議会には、酪農民代表を増

員すると共に、会議を公開すること。 

 ２、前時代的な生乳取引の現況に鑑み、生産者の

利益獲得を目的とする新しい形態の実現に国会、

政府は強力な施策を講ずること 

 ３、国内牛乳乳製品の需給調整のための、輸入は、

酪農生産者団体の同意を得るためにあらされば、

政府はこれを実施しない。 

第２ 酪農経営の近代化対策に関する件 

 １、高度な生産性確保のための設備資金に対し、

財政投融資を大巾に増加すること。 

 ２、農業近代化資金の増額と共に、酪農振興の実

情と需要に充分副い得るよう酪農事業に対する

資金枠を大巾に増大し、併せて金利の引下げ、

償還期限の長期化を図ること。 

 ３、強力な流通秩序と機構の改善措置を具体化す

ること。 

第３ 酪農経営安定のための適切なる飼料対策確立

に関する件 

記 

 １、政府所有大、裸麦を飼料用として低れんな価

格で実需農民団体に放出すること。 

 ２、輸入飼料の枠の増大、自動承認制による飼料

用マイロの輸入増加、さらに専管ふすまの国内

増産体制の整備を速かに講ずること。 

 ３、流通飼料価格は、常に畜産物価格安定法に基

づく生乳安定基準価格設定の要因となる流通価

格以下とすること。 

第４ 生乳販売体制の強化に関する件 

 １、単位農協は従来の一切の取引関係を解消して

集荷事業を始め、それ等関係の総てを県酪連に

委任するため、名実共に県酪連を通じて行なう

ことを確認する。 

 ２、一元集荷多元販売の原則に則り、県酪連にお

いて、事業の実施を行なうため各種の施設整備

のための自己資本の増大を図る。 

 なお、これらの決諸事項は、県酪連の地区代

表役員を中心に設けた大会実行委員17名によっ

て、関係方面や取引先乳業者に対し強力な要求

活動を行なうことにしている。 

 

畜産経営技術成果発表大会 県庁ホー
ルで開催 
 岡山県および県畜産会主催の第４回県畜産経営技

術成果発表大会は、３月 16・17 の両日、岡山市内山

下の県庁９階ホールで開かれ、各地区からの経営技

術診断実施農家など約 200 名が参加して開かれ、実

績発表および同優秀グループの表彰が行なわれた。 
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 この発表大会は、中国地区大会の予選をも兼ね、

初日は県下８地区からの酪農、和牛肥育、養鶏の各

部のグループ代表農家および指導員の優れた経営改

善実績の発表が熱心に行なわれ、審査顧問の農林省

畜産局門馬二三氏、審査員の岡山大学教授小松伊三

郎氏ほかの審査を受け、第２日は優秀発表者の表彰

式を行ない、県知事賞、畜産会長賞ほかの賞状、賞

品が贈られた。 

 授賞状況はつぎのとおりで、そのうちの最優秀の

吉備郡高松町の加茂養鶏組合は、中国ブロック大会

の岡山県代表にきまった。 

 

部 門 賞 
酪農部門 
灘崎町農協酪農部 
誕生寺酪農組合 
賀陽町（経診グループ） 

和牛部門 
谷山刈屋肥育組合 

養鶏部門 
加茂養鶏組合 
五明養鶏組合 
川辺養鶏組合 
横田養鶏組合 

 

中国ブロック 
畜産経営技術共励会岡山市で開催 
 岡山県共励会に続いて、中国ブロック畜産経営技

術共励会が、３月 22 日岡山市の県庁９階ホールで開

かれ、広島、山口、島根、鳥取、岡山県からの代表

５チーム（指導員 代表農家）が参加、優良畜産経

営技術改善事例の発表を行なった。 

 会場には各県からの関係者約 200 名が出席し、緊

張の空気のうちに、広島県を皮切りに次々に発表し、

審査委員長の山田豊一（農林省畜産試験場飼料作物

部長）、審査委員の永友繁雄（岡山大学農学部教授）、

大倉永治（同理学部教授）の名氏の審査を受けた。 

 また、翌23日には午前９時から褒賞授与式に移り、

別掲のとおりの授賞者にそれぞれ賞状が贈られ、同

時に第２部として各県での発表大会出場者も表彰を

受けた。 

 

授賞状況 

 第一部体験発表 
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続いて午前 10 時 30 分から「最近の飼料作物とそ

の栽培技術」と題しての山田豊一氏（審査委員長）

の記念講演が行なわれた。 

 なお最優秀の山口県代表の指導員山本博氏は、４

月20日に東京都で行なわれる全国大会に中国地方代

表として出場、指導実績を発表する。 

 

第１回 農林業近化表彰 
美星(農協)五明(農家集団)にきまる 
 農村文化展期間中の一行事として、昭和 36 年度に

行なわれた第１回の農林業近代化表彰の表彰式が、

３月 27 日午前 10 時半から岡山市津島の岡大法文学

部講堂で、米３割増産コンクールほかの表彰ととも

に行なわれ、畜産経営の部では小田郡美星町農協、

西大寺市五明養鶏組合が最優秀として表彰された。 

 今回の畜産経営部門の表彰団体は、地方部会から

推薦のあった優秀畜産経営農協、農家集団各３団体

のうちから指導体制、事業実績など総合的に審査し

た結果選ばれたもの。 

 入賞の状況 

 畜産経営表彰の部（他は省略） 

 農  協 美星町農業協同組合 

        賞金 10 万円 

 農家集団 西大寺市五明養鶏組合 

         〃  ５万円 

 なお農林業近代化表彰は、岡山県および山陽新聞

社の主催で、地域農業発展の推進力としての農業協

同組合および農家集団の組織的な活動や、総合、果

樹、畜産、林業の経営部門別の優れた実績について

表彰するもので、その第１回として行なわれたもの。 

（表彰団体の概況は別掲のとおり） 

 

表彰を受けた農協団体の実績 

美星町農協 

 美星町農協は昭和 36年７月、美星町内の旧堺、日

里、美山、宇戸の４単位が農協近代化の線に沿って

合併してできあがり、町一円を区域とする組合員

1,746 名、耕地面積水田 747 ヘクタール、畑 64.3 ヘ

クタールのかなり大きな規模を持つ組合である。地

域は川上郡、高梁市に連なる台地上にあり、やや高

冷で立地条件はめぐまれているとはいえないが、合

併以後農協の信用、購販売、加工、指導など各事業

規模は大きく拡大し、安定した経営が行なわれてい

る。 

 管内の家畜飼養状況は36年２月現在、乳牛780頭、

和牛 1,130 頭、豚 68 頭、にわとり 31,900 羽で県内

の畜産情勢からすれば特に酪農の普及率の高いこと

が目立っている。 

 組合の畜産部門の経営のうち、酪農は美星酪農組

合が農協の下部組織として設けられ、酪農全般の集

乳、販売、施設利用、指導などを推進している。畜

産技術指導組織は、美星町および家畜保健衛生所を

中心に、町の酪農専任技術員により行政施策と結び

付いた指導が行なわれているが、農協としてもこれ

と一体となった技術、経営両面の指導を、つぎのよ

うな下部組合組織の団体活動を通して活発にすすめ

効果をあげている。 
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 これら指導の成果は町や、農協の助成措置ととも

に年次別の家畜の増殖や、畜産部生産状況にはっき

りとあらわれており、和牛、養鶏にくらべ酪農の伸

び著しく、酪農振興に重点が置かれていることが明

らかである。 

 畜産物の共販は、牛乳は全量（日量 30石）系統の

県酪連の委託販売により、毎日部落集乳所、基幹集

乳所（クーラーステーション処理能力 60 石）を通じ

て明治乳業岡山工場へ出荷している。和牛およびそ

の肥育牛の販売は家畜市場を利用し、農協指導部が

農家組合を通じ委託を受けて行ない、肥育牛は農協

の預託制度の形をとり、班の組織を単位として農協

で一括販売を行なっている。鶏卵は出荷量の 85％を

共販の線にのせ、部落の集卵場で責任者が集卵した

ものを農協でまとめ県経済連扱いにより阪神へ出荷

している。 

 また預託事業としては年間肥育和牛 140 頭（630

万円）を、乳牛優良基礎導入に対しては長期低利融

資を行ない、現在 60 頭（800 万円）を導入し、町の

利子補助のほか農協（70 万円）の利子補給により飼

養農家は３ヵ年間無利息とするなど、農協独自の畜

産奨励施策がとられている。 

 飼料生産は 36 年度現在牧野改良草地 21 ヘクター

ル 830 トンのほか、飼料作物栽培 196 ヘクタール

（7,200 トン）の計画が実行に移されつつあり、自然

野草地利用などを含め、飼料自給率は平均してかな

り高く、この面でも優れた実績をあげている。 

 共同利用施設は、前記基幹集乳所、牛乳簡易処理

所各１、動力カッター70 台があり、末端部落や農家

で有効に利用が図られ経営の合理化に役立っている。

また畜産への投資も前記の肥育和牛、乳牛の基礎牛

導入、施設設置のほか、牧野改良、牧草作付奨励、

家畜人工授精などにわたり非常に意欲的である。 

 このように農協活動実績は、総合的にみて優れた

点が多いが、さらに将来計画としても、この地区は

昭和36年度に酪農の畜産主産地形成地区の指定を受

け、事業を実施中で、農協としてもこの計画に参画

し昭和 40年には乳牛頭数 3,000 頭、酪農普及率 37％

と酪農中心の明るい営農をめざしている。 

 

五明養鶏組合 

 五明地区は西大寺市を南へ約１キロの水田畑地帯

農村で、１戸当り耕地面積は水田 70 アール、畑 30

アールで、県下の平均を上廻る規模をもち、水稲を

中心とした経営が行なわれている。五明養鶏組合は、

五明地区を中心に隣接の円定寺部落のうちの養鶏農

家 65戸が参加して作られており、組合農家は、部落

内平均経営規模をやや下廻るものが多く、50 アール

の階層のものが７割以上を占めている。この地区の

養鶏はすでに大正時代からはじまり、農家の現金収

入の面でつねに力となってきたが、戦後の養鶏の発

展にともなって地元の鶏卵業者、飼料商などの進出

もあり、このまま、零細な経営をまちまちに続けて

いたのでは、地区養鶏農家の発展は望めないとして、

昭和26年、現養鶏組合事業部長の林住雄氏を中心に、

養鶏の生産能率を高め、経済状態を改善し、社会的

地位の向上をはかろうとしてこの組合が結成された。 

 現在組合員の平均１戸当飼養羽数は 238 羽で、100

～300 羽の階層が最も多く（75％）、他にも、乳牛、

和牛、豚等が一部に飼育されてはいるが、殆んど養

鶏中心の畜産経営が行なわれている。また農業所得

に対する畜産所得の割合も年々向上しており、養鶏
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主体の主畜経営とまでいかないが、30～50％の畜産

所得をあげるものが最も多くなっている。 

 組合活動としての鶏卵の共同出荷、飼料、資材の

共同購入、経営改善の研究会等には従来から優れた

実績をあげてきたが、特に鶏卵の共同出荷では毎年

行なわれる県の移出鶏卵品質改善共励会で最優秀賞

を３年連続で獲得していることは、組合員の生産鶏

卵の品質改善に対する絶えまのない熱意と努力の賜

であろう。最近鶏卵の生産増加とともに市場での競

争がはげしくなっているが、このように同組合の鶏

卵は、鮮度、選別、処理ともに優れていることから、

出荷先の尼崎市場でも五明鶏卵としての大きな信頼

を得ており、他の銘柄のものより常に数円の高値で

取引きされている。 

 このほか、養鶏経営で最も技術と労力を要する育

雛を共同化するため、昭和 34年に新農村建設事業で

共同育雛場を建設し、組合員に常時、補充鶏を育成

して配布し、昭和 35年には、養鶏経営の安定のため

に常に能力の揃った鶏を組合員に供給する必要から、

共同種鶏場、共同ふ卵場を設け、県養鶏試験場、農

林省兵庫種畜牧場から優良原種鶏を導入するなど極

めて積極的な事業を行なっている。 

 このほか組合活動として、昭和 35 年実績でみても

市場や先進地視察を３回、研究会７回、表習会１回

などを行なってお互いの技術の向上、経営改善、共

同施設利用、組合員の親ぼくなどにも好成績をあげ

ている。このような成果の原因として考えられるこ

とは、組合規約を中心とした組合員の自覚のほかに、

組合役員に好適者のあることや、組合の情報しゅう

集や技術改善などの点に、組合員の経営技術の実際

に結びついた細かい注意が払われていることもみの

がせないところである。 

 組合員の鶏卵の生産は 35 年 12 万１千キロであっ

たが、このうちの自家消費以外のほとんど全量を共

同出荷の線にのせており、鶏卵代金は地区の西大寺

農協で扱われ、養鶏組合員には、資材代金と補充鶏

の購入積立金以外が組合員に支払われ、常に赤字が

出ないよう安定経営の考慮を払っている。 

 組合運営経費は 35 年度 18 万８千円、36 年度予算

では 28 万８千円で、これは組合の鶏卵、鶏糞取扱手

数料、飼料、資材の購入手数料によってまかなって

おり、堅実に運営されている。 

 なおこのグループのこれからの課題としては、１

戸当りの経営規模の急速な拡大、組合の種鶏場とふ

卵施設を活用して飼養鶏の能力を高め、さらに生産

能力の向上をはかるなどのほか、現在とりあえず養

鶏主畜経営農家９戸をもって、水稲、養鶏の機械化

省力管理による協業経営にふみ切り、飛躍的な営農

発展の構想をもってその準備をすすめている。 

 

◎家畜保健衛生所の人工授精料改正 

 家畜飼養頭数の増加にともなって、家畜保健衛生

所の家畜人工授精手数料規則が、実情に沿わないよ

うになったので、県では３月 27 日付でつぎのように

適正額に改めることにした。 

 改正の重な点は、従来の授精料は第２回目以後は、

１回目に比べ低額になっていたものを同額にしたこ

と。（たとえばこれまでの和牛種付料第１回目 500 円

が 400 円に、乳牛（国産ホルスタイン）では 1,000

円が 600 円に値下げされたが、そのかわりに第２回

目以後も同額を要するようになった。） 

 また新しく発情鑑定を行なう場合に手数料を徴収

することにしたことである。 

 （条例写） 

 

岡山県家畜保健衛生所条例の一部を改正する条例 

（改正点のみ抜すい） 

岡山県家畜保健衛生所条例（昭和 25 年岡山県条例第

34 号の一部を次のように改正する。 

 



岡山畜産便り 1962.03・04 

に改める。 

 附則 

（施行期日） 

１、この条例は、昭和 37 年４月１日から施行する。 

（経過規定） 

２、この条例施行の際、既に人工授精をしている家

畜に係る使用料については、なお従前の例による。 

 


